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1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｋ
～
地
球
浄
化
作
戦
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
９
３
９
Ｓ

【
作
者
名
】

　
阿
吽

【
あ
ら
す
じ
】

　
地
球
の
森
林
伐
採
、
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
…
…
こ
れ
ら
の
す
べ
て
は
、

地
球
の
破
壊
活
動
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
し
て
い
る
モ
ノ
は
、
『
人
間
』
で
あ
る
。

『
地
球
を
守
ろ
う
と
す
る
モ
ノ
』
対
『
地
球
を
破
壊
す
る
無
知
な
モ
ノ
』
の
闘

い
が
今
、
始
ま
る
…
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＃
０
１
『
作
戦
実
行
』

「
地
球
人
」
そ
れ
は
地
球
を
滅
亡
へ
と
導
く
悪
魔
…

そ
の
時
、
地
球
を
守
る
べ
く
立
ち
上
が
る
４
人
の
正
義
が
い
た
…

ー
２
０
１
１
年
１
２
月
２
３
日
ー

日
本
の
某
高
等
学
校
。

い
つ
も
の
如
く
生
徒
達
は
、
好
き
勝
手
な
行
動
を
し
て
い
た
。

そ
し
て
先
生
は
、
授
業
を
「
誰
も
聞
い
て
い
な
い
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
放
棄

し
た
。

先
生
「
み
ん
な
ー
。
こ
れ
か
ら
は
自
習
に
す
る
の
で
…
」

生
徒
Ａ
「
さ
っ
さ
と
出
て
け
ー
」

生
徒
Ｂ
「
邪
魔
だ
ー
」

先
生
（
な
ん
て
奴
ら
だ
…
い
な
く
な
れ
ば
い
い
の
に
…
）

ー
３
時
間
後
ー

生
徒
達
が
遊
ん
で
い
る
時
に
突
然
、
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
。

？
？
？
「
突
撃
！
！
」

そ
の
時
２
人
の
人
間
が
割
れ
た
窓
か
ら
入
っ
て
き
た
。

ザ
ッ
！
！

？
？
？
「
動
く
な
！
！
」

そ
の
２
人
の
人
間
は
、
い
か
に
も
強
盗
の
よ
う
な
格
好
を
し
て
い
た
。

教
室
の
空
気
が
凍
り
つ
い
た
。
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＃
０
２
『
侵
入
』

２
人
の
人
間
は
、
手
に
持
っ
て
い
た
銃
を
生
徒
に
向
け
た
。

生
徒
「
誰
だ
！
！
」

？
？
？
「
地
球
を
破
壊
か
ら
守
る
者
だ
！
！
」

ー
そ
の
頃
、
職
員
室
で
は
ー

？
？
？
「
変
な
動
き
を
少
し
で
も
す
れ
ば
命
は
、
な
い
ぞ
」

１
人
の
黒
服
の
人
間
が
職
員
室
を
混
乱
の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
。

先
生
「
お
前
…
…
ま
さ
か
…
…
」

？
？
？
「
や
っ
と
気
づ
い
た
か
」

と
言
う
と
黒
服
は
頭
に
巻
い
て
い
た
布
を
ほ
ど
い
た
。

そ
の
人
間
は
男
だ
っ
た
。

背
は
１
７
０
ｃ
ｍ
く
ら
い
、
髪
は
短
く
、
紫
色
。
肌
は
白
く
、
目
は
つ
り
目
で

小
さ
い
。
首
に
は
、
大
き
な
火
傷
の
跡
が
痛
々
し
く
残
っ
て
い
た
。

？
？
？
「
俺
の
名
は
、
ク
リ
ア
…
…
久
し
ぶ
り
だ
な
…
兄
貴
…
…
…
」
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＃
０
３
『
兄
弟
』

先
生
「
お
前
だ
っ
た
の
か
…
し
か
し
名
前
は
、
啓
太
の
は
ず
…
」

ク
リ
ア
「
あ
あ
、
た
し
か
に
啓
太
は
俺
の
名
だ
…
…
昔
の
な
」

と
言
う
と
ク
リ
ア
は
、
左
腕
の
袖
を
捲
っ
た
。

先
生
達
は
、
ク
リ
ア
の
左
腕
に
釘
付
け
に
な
っ
た
。

そ
の
腕
は
、
縫
い
跡
だ
ら
け
だ
っ
た
。

先
生
「
お
、
お
前
…
何
が
あ
っ
た
ん
だ
！
？
」

ク
リ
ア
「
兄
貴
が
知
る
必
要
は
な
い
…
」

そ
し
て
、
ク
リ
ア
は
上
に
着
て
い
た
ロ
ー
ブ
を
脱
い
だ
。

ク
リ
ア
「
あ
ん
た
ら
に
は
、
こ
こ
で
死
ん
で
も
ら
う
…
」

ク
リ
ア
の
体
に
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
巻
か
れ
て
い
た
。

ク
リ
ア
「
じ
ゃ
あ
な
…
」

先
生
「
ま
、
待
て
！
！
」

そ
の
言
葉
は
虚
し
く
、
ク
リ
ア
は
ラ
イ
タ
ー
で
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
導
火
線
に
火

を
つ
け
た
。

ド
ォ
ォ
オ
オ
ン
！
！
！
！

職
員
室
が
吹
っ
飛
ん
だ
。
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＃
０
４
『
痛
み
』

先
生
達
「
う
わ
ぁ
ぁ
あ
あ
！
！
」

ク
リ
ア
は
爆
風
の
中
で
笑
っ
て
い
た
。
普
通
は
、
真
っ
先
に
死
ん
で
い
る
は
ず

な
の
に
…

ク
リ
ア
「
ハ
ハ
ハ
…
」

ー
そ
の
頃
、
教
室
で
は
ー

２
人
の
黒
服
は
、
静
か
に
生
徒
達
に
近
づ
い
て
行
っ
た
。

そ
の
瞬
間
、
生
徒
の
１
人
が
、
叫
び
な
が
ら
右
側
に
い
た
黒
服
に
突
っ
込
ん
で

い
っ
た
。

生
徒
「
う
お
ぉ
ぉ
お
お
！
！
」

黒
服
は
、
驚
く
こ
と
も
無
く
銃
口
を
そ
の
生
徒
に
向
け
た
。

し
か
し
生
徒
は
、
向
か
っ
て
行
っ
た
。

黒
服
（
右
）
「
愚
か
な
…
」

黒
服
の
銃
を
持
つ
腕
に
力
が
こ
も
っ
た
。

黒
服
（
右
）
「
地
球
の
痛
み
を
知
れ
…
…
」

バ
ン
ッ
！
！
！

生
徒
の
左
胸
を
銃
弾
が
貫
い
た
。
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＃
０
５
『
友
の
死
』

黒
服
の
放
っ
た
銃
弾
は
生
徒
の
心
臓
を
貫
い
た
。

び
ち
ゃ
っ
！

辺
り
に
赤
い
液
体
が
飛
び
散
っ
た
。

生
徒
の
血
だ
…

他
の
生
徒
達
は
血
に
注
意
を
ひ
か
れ
て
い
て
、
少
し
の
間
気
付
か
な
か
っ
た
。

生
徒
「
お
、
お
い
！
！
」

１
人
の
生
徒
が
撃
た
れ
た
生
徒
を
抱
き
上
げ
た
。

生
徒
「
だ
、
大
丈
夫
だ
か
ら
な
！
！
」

し
か
し
、
み
ん
な
分
か
っ
て
い
た
…
も
う
、
死
ん
で
い
る
こ
と
を
…
…

黒
服
（
右
）
「
何
故
、
お
前
は
泣
い
て
い
る
？
そ
い
つ
は
、
お
前
の
家
族
で
も

な
い
の
に
。
他
の
奴
ら
も
…
…
」

生
徒
「
黙
れ
！
！
！
！
」

撃
た
れ
た
生
徒
を
抱
き
上
げ
て
い
た
生
徒
が
、
叫
ん
だ
。

生
徒
「
こ
い
つ
は
、
俺
の
友
達
だ
！
！
」

黒
服
（
右
）
「
だ
か
ら
ど
う
し
た
？
泣
い
て
ど
う
な
る
？
泣
い
た
っ
て
時
間
の

無
駄
だ
…
」

生
徒
「
黙
れ
っ
て
言
っ
て
ん
だ
ろ
！
！
」

黒
服
（
左
）
「
こ
い
つ
ら
は
、
始
末
し
ろ
っ
て
命
令
出
て
た
よ
ね
？
」

黒
服
（
右
）
「
あ
あ
、
お
前
が
や
れ
」

生
徒
達
は
、
ジ
リ
ジ
リ
と
後
ず
さ
っ
た
。

黒
服
（
左
）
「
じ
ゃ
あ
、
殺
し
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の
始
ま
り
だ
！
！
」

と
言
う
と
黒
服
（
左
）
は
、
ロ
ー
ブ
を
脱
ぎ
捨
て
た
。



7

＃
０
６
『
マ
ジ
ッ
ク
』

黒
服
（
左
）
も
男
だ
っ
た
。

身
長
は
あ
ま
り
高
く
な
く
１
６
０
ｃ
ｍ
く
ら
い
し
か
な
い
よ
う
だ
。

髪
は
黄
色
で
長
く
、
肩
ま
で
あ
り
、
前
髪
は
セ
ン
タ
ー
分
け
に
し
て
い
る
。

目
は
大
き
く
、
赤
色
。
高
い
鼻
、
小
さ
い
口
。
ま
る
で
海
外
の
人
形
の
よ
う
だ
。

服
装
は
、
よ
く
あ
る
タ
キ
シ
ー
ド
で
蝶
ネ
ク
タ
イ
ま
で
し
て
い
る
。

黒
服
（
右
）
「
お
い
！
ま
だ
そ
ん
な
服
を
着
て
ん
の
か
？
メ
ツ
」

メ
ツ
と
呼
ば
れ
た
男
は
、
キ
レ
気
味
に
喋
っ
た
。

メ
ツ
「
ゼ
ツ
、
こ
の
服
は
な
ぁ
…
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
正
装
な
ん
だ
よ
！
！
！
」

ど
う
や
ら
黒
服
（
右
）
は
ゼ
ツ
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

ゼ
ツ
「
お
前
の
戦
い
方
は
、
時
間
が
か
か
る
。
２
人
で
さ
っ
さ
と
、
終
わ
ら
せ

る
ぞ
」

メ
ツ
「
は
い
は
い
…
じ
ゃ
あ
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
で
い
い
よ
な
！
？
」

ゼ
ツ
「
あ
あ
、
い
く
ぞ
」

そ
の
言
葉
と
同
時
に
、
メ
ツ
は
両
手
を
横
に
広
げ
た
。

メ
ツ
「
い
く
ぜ
ぇ
！
！
」

と
言
う
と
、
教
室
の
床
と
壁
が
歪
み
だ
し
た
。

メ
ツ
が
、
胸
の
前
で
両
手
を
合
わ
せ
て
叫
ん
だ
！

メ
ツ
「
ク
ロ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
！
！
」

な
ん
と
、
床
や
壁
が
ト
ラ
ン
プ
に
な
っ
た
の
だ
！

生
徒
達
が
メ
ツ
達
の
方
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
メ
ツ
し
か
居
な
か
っ
た
。

ゼ
ツ
「
終
わ
り
だ
…
」

ど
こ
か
ら
か
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
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＃
０
７
『
ゼ
ツ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
メ
ツ
』

生
徒
達
「
ど
こ
か
ら
声
が
！
？
」

ゼ
ツ
「
下
だ
！
」

い
き
な
り
ゼ
ツ
が
、
ト
ラ
ン
プ
の
床
を
突
き
破
っ
て
出
て
き
た
。

ゼ
ツ
は
、
上
半
身
ま
で
出
て
き
て
、
左
手
に
右
手
を
重
ね
、
生
徒
達
の
方
に
向

け
た
。

ゼ
ツ
「
闇
の
吸
口
！
！
」

ブ
ラ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル

と
言
っ
た
瞬
間
、
ゼ
ツ
の
掌
に
黒
い
渦
が
発
生
し
た
。

黒
い
渦
は
、
す
ぐ
に
大
き
く
な
り
生
徒
達
を
引
き
寄
せ
始
め
た
。

ズ
オ
ォ
ォ
オ
オ
…

生
徒
「
う
わ
っ
！
！
」

生
徒
達
が
ゼ
ツ
の
１
メ
ー
ト
ル
位
手
前
に
来
る
と
、
今
度
は
メ
ツ
が
両
手
を
ト

ラ
ン
プ
の
床
に
付
け
た
。

メ
ツ
「
ハ
ー
・
ケ
ー
ジ
！
！
！
！
」

す
る
と
ト
ラ
ン
プ
が
半
円
状
に
な
り
、
生
徒
達
を
覆
っ
た
。
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＃
０
８
『
闇
の
力
』

ゼ
ツ
「
終
わ
り
だ
な
…
」

と
言
う
と
、
ゼ
ツ
は
両
手
を
拝
む
感
じ
に
組
ん
だ
。

ゼ
ツ
「
闇
の
雲
！
！
」

ヘ
ル
・
ク
ラ
ウ
ド

そ
の
言
葉
と
同
時
に
、
両
手
を
上
に
上
げ
た
。

す
る
と
、
生
徒
達
の
上
に
大
き
な
黒
い
渦
が
発
生
し
た
。

ゼ
ツ
「
闇
の
雨
！
！
！
！
」

ダ
ー
ク
・
レ
イ
ン

バ
チ
バ
チ
チ
…
…
…

大
き
な
雷
鳴
が
鳴
り
響
い
た
。

ゴ
ォ
ォ
オ
オ
…

強
風
が
巻
き
起
こ
っ
た
。

そ
し
て
黒
い
雨
が
、
槍
の
よ
う
に
生
徒
達
に
向
か
っ
て
降
り
注
い
だ
。

ド
ド
ド
…

黒
い
雨
が
降
り
注
い
だ
床
は
、
大
き
な
穴
が
あ
い
て
い
た
。

メ
ツ
「
終
わ
っ
た
な
」

と
言
う
と
、
メ
ツ
は
両
手
を
胸
の
前
で
合
わ
せ
た
。

パ
ン
ッ
！
！

す
る
と
、
ト
ラ
ン
プ
の
床
や
壁
は
元
に
戻
っ
て
い
た
。

ピ
リ
リ
リ
リ
…
…
…

ゼ
ツ
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
携
帯
を
取
り
出
し
た
。

ゼ
ツ
「
も
し
も
し
」

？
？
？
「
仕
事
は
、
終
わ
っ
た
の
か
？
」

ゼ
ツ
「
は
い
、
学
校
の
生
徒
、
教
師
…
…
全
て
始
末
し
ま
し
た
。
教
師
の
方
は
、

ク
リ
ア
が
行
っ
て
、
さ
っ
き
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
終
わ
ら
せ
た
よ
う
で
す
。
爆
発

音
が
聞
こ
え
た
の
で
」

？
？
？
「
そ
う
か
…
…
実
に
お
前
達
は
、
素
晴
ら
し
い
。
ゼ
ツ
の
闇
、
メ
ツ
の

マ
ジ
ッ
ク
、
ク
リ
ア
の
不
死
身
の
肉
体
…
」

ゼ
ツ
「
次
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
？
」
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？
？
？
「
そ
う
だ
な
…
…
次
は
３
人
で
行
動
し
て
も
ら
う
。
二
酸
化
炭
素
の
排

出
が
多
い
国
…
…
ア
メ
リ
カ
だ
」

ゼ
ツ
「
了
解
…
…
リ
ー
ダ
ー
」
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＃
０
９
『
恐
怖
の
顔
』

ゼ
ツ
が
リ
ー
ダ
ー
？
と
の
通
話
を
切
る
と
、
ク
リ
ア
に
連
絡
を
し
た
。

ー
そ
の
頃
、
ク
リ
ア
は
ー

ピ
リ
リ
リ
リ
…
…

ク
リ
ア
「
も
し
も
し
ー
」

ゼ
ツ
「
用
件
だ
け
を
言
う
。
次
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
。
」

ク
リ
ア
「
了
解
ー
」

と
言
う
と
ク
リ
ア
は
、
通
話
を
切
っ
た
。

ク
リ
ア
「
そ
の
前
に
服
が
欲
し
い
な
…
…
」

ー
ゼ
ツ
達
は
ー

ゼ
ツ
「
ク
リ
ア
の
奴
は
、
き
っ
と
服
が
欲
し
い
筈
だ
か
ら
…
…
」

メ
ツ
「
あ
あ
、
分
か
っ
た
…
…
分
か
っ
た
…
」

と
言
う
と
メ
ツ
は
、
指
を
パ
チ
ン
ッ
！
と
鳴
ら
し
た
。

メ
ツ
が
指
を
鳴
ら
し
た
瞬
間
、
黒
い
上
下
の
服
と
ゼ
ツ
と
メ
ツ
が
着
て
い
る
フ

ー
ド
付
き
ロ
ー
ブ
が
出
て
き
た
。

メ
ツ
「
こ
れ
で
い
い
だ
ろ
？
」

ゼ
ツ
「
あ
あ
」

メ
ツ
「
相
変
わ
ら
ず
無
愛
想
だ
な
。
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
か
ら
５
ヶ
月
経
つ
ん
だ

ぞ
？
い
い
か
げ
ん
フ
ー
ド
く
ら
い
取
れ
よ
！
！
仲
間
に
も
顔
を
見
せ
な
い
っ
て

ど
う
い
う
こ
と
だ
よ
！
！
！
！
」

ゼ
ツ
の
フ
ー
ド
の
中
か
ら
見
れ
る
の
は
、
緑
色
に
光
る
目
と
フ
ー
ド
か
ら
、
は

み
出
て
い
る
白
い
髪
だ
け
だ
っ
た
。
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ゼ
ツ
「
俺
の
顔
を
見
た
ら
、
そ
の
後
は
恐
ろ
し
く
て
、
俺
と
コ
ン
ビ
も
組
め
な

い
だ
ろ
う
か
ら
な
…
…
リ
ー
ダ
ー
も
俺
の
顔
は
、
見
た
こ
と
は
な
い
」

メ
ツ
「
そ
り
ゃ
気
に
な
る
ね
」

そ
こ
に
ク
リ
ア
が
や
っ
て
来
た
。

ク
リ
ア
「
お
ー
い
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
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ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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